
『
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

鈴

木

徳

男

は
じ
あ
に

　
清
輔
の
撰
集
で
あ
る
『
続
詞
花
和
歌
集
』
（
以
下
『
続
詞
花
集
』
と
略
称
、
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

撰
集
な
ど
も
同
様
）
に
関
し
て
、
す
で
に
先
学
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
筆
者
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

く
つ
か
の
拙
論
を
発
表
し
た
。
本
稿
で
は
『
続
詞
花
集
』
四
季
部
に
つ
い
て
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

入
気
病
の
主
題
を
通
し
て
、
そ
の
配
列
構
成
を
概
観
す
る
。
四
季
部
は
全
二
十
巻

中
、
第
一
巻
か
ら
第
六
巻
に
あ
た
る
。

　
春
、
夏
、
秋
、
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
立
別
に
作
品
ご
と
の
歌
題
、
歌
材
な
ど
を

示
す
表
を
作
成
し
て
構
成
上
の
要
点
を
論
ず
る
。
ま
ず
、
以
下
に
掲
載
す
る
表
に

つ
い
て
若
干
の
説
明
を
加
え
る
。
表
に
は
一
連
番
号
、
主
題
（
中
心
的
歌
材
）
、

そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど
、
作
者
、
主
な
出
典
資
料
、
備
考
の
人
言
を
設
け

た
。
　
一
連
番
号
は
一
か
ら
三
二
五
ま
で
、
『
続
詞
花
集
』
の
全
入
集
客
数
九
九
八

首
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
。
主
題
は
、
一
首
中
の
中
心
と
な
る
歌
材
に
よ
っ
て

定
め
た
が
、
配
列
の
展
開
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
歌
題
と
し
て
掲
出
し
素
材
名

そ
の
ま
ま
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど
の
と
こ
ろ
で
は
、

　
　
　
　
　
「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

詠
歌
内
容
の
細
部
ま
で
表
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
あ
る
程
度
、
表
現
（
詞
続

き
）
の
面
で
も
一
首
の
作
意
や
配
列
の
意
図
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
考
慮
し
た
。

「
　
」
で
示
し
た
の
は
詞
書
か
ら
出
題
の
判
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
作
者
名
は
官

位
な
ど
を
は
ぶ
き
、
で
き
る
だ
け
簡
略
な
呼
称
に
よ
っ
て
い
る
。
主
な
出
典
資
料

は
詞
書
に
示
さ
れ
て
い
る
歌
壇
的
催
し
を
重
視
し
て
記
し
た
。
（
　
）
で
く
く
っ

た
よ
う
に
、
厳
密
に
は
選
歌
資
料
と
言
い
に
く
い
場
合
も
あ
る
。
空
欄
の
ほ
と
ん

ど
の
部
分
は
、
詞
書
で
「
題
知
ら
ず
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
作
で
、
家
集
も
し
く

は
歌
稿
の
よ
う
な
も
の
か
ら
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
現
存
す

る
家
集
に
拠
っ
た
こ
と
が
明
確
な
作
も
あ
る
。
ま
た
、
詞
書
に
私
的
な
作
歌
事
情

が
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
も
空
欄
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
詞
書
に
出
典
が
明
記

さ
れ
て
い
て
も
、
他
の
撰
集
や
家
集
な
ど
を
直
接
の
資
料
と
し
、
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
欄
に
抽
出
し
た
歌
壇
的
行
事
が
必
ず
し
も

撰
集
資
料
と
は
限
ら
な
い
が
、
多
く
は
撰
者
の
手
元
に
あ
っ
た
資
料
に
よ
っ
た
も

の
と
み
な
し
て
支
障
な
い
と
思
わ
れ
る
。
備
考
欄
は
、
他
の
勅
撰
集
へ
の
入
集
状

況
を
示
し
た
。

一

1



一
『
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

　
春
歌
は
巻
第
一
、
巻
第
二
の
上
、
下
に
分
か
れ
る
。
塁
壁
上
は
三
十
六
首
で
、

乱
雑
頼
の
、
立
春
を
詠
ん
だ
次
の
作
か
ら
は
じ
ま
る
。

　
　
い
つ
し
か
と
今
朝
は
氷
も
と
け
に
け
り
い
か
で
み
ぎ
は
に
春
を
し
る
ら
ん

　
春
歌
の
巻
頭
で
あ
る
と
同
時
に
、
『
続
詞
花
集
』
の
最
初
を
飾
る
詠
で
あ
る
。

〔
春
上
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

立
春
の
朝
、
氷
が
解
け
た
池
の
ほ
と
り
に
待
望
の
春
を
知
る
と
い
う
立
春
の
伝
統

的
内
容
の
詠
で
、
三
句
切
れ
の
詠
嘆
な
ど
、
巻
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
長
高
い
詠
み
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
注
4

り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
二
首
目
は
崇
徳
院
詠
（
新
院
御
歌
）
で
あ
り
、

作
者
の
配
列
に
も
巻
頭
を
意
識
し
た
も
の
が
認
あ
ら
れ
る
。
春
部
下
が
、
経
信
、

二
条
天
皇
詠
（
御
製
）
の
順
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
経
信
、
俊

頼
の
親
子
に
対
す
る
撰
者
の
評
価
の
ほ
ど
が
み
ら
れ
、
崇
徳
院
、
二
条
天
皇
に
対

す
る
敬
意
が
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
春
部
上
の
構
成
を
表
に
す
る
。

一
連
番
号

六五四三二＿〇九八七六五四三ニー

主
　
　
題

（
中
心
的
歌
材
）

鶯鶯若若若雪子子子子立立立立立立
　　菜菜菜　日日日日春春春春春春

そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど

汀
　
氷

若
水
　
板
井

春
の
初
風
　
岩
間
の
氷
　
鳴
滝

（
岩
た
た
く
）
雪
の
下
水
　
三
室
山
（
谷
）

山
里
　
雪
　
柴
の
と
ぼ
そ
　
「
正
月
一
日
」

峯
の
日
　
軒
の
垂
氷
の
下
の
玉
水

御
垣
の
内
の
小
松
原

野
辺
　
姫
小
松

小
松

松
雪
「
雪
中
子
日
」

雅
子
（
の
声
）
　
御
狩
野

雪
の
む
ら
消
え
　
春
日
野
の
飛
火
の
野
辺
　
袖

故
郷
の
霞
の
野
辺

筐深
山
隠
れ
の
古
巣
　
梢
に
う
つ
る
「
初
聞
鶯
」

山
里
　
初
音

作
　
　
者

俊
頼

崇
二
院

好
忠

国
信

肥
後

好
忠

経
信

道
済

小
弁

新
少
将

能
因

教
長

能
宣

美
濃

実
行

心
覚
母

主
な
出
典
資
料

三
百
六
十
首
歌

堀
河
百
首

三
百
六
十
首
歌

承
保
四
年
内
裏
子
日

東
三
条
院
四
十
賀
屏
風

久
安
百
首

資
頼
家
賀
屏
風

崇
白
髭
内
裏
歌
会

備

考

続
拾
遺
集
・
雑
春

千
載
集
・
春
上

玉
葉
集
・
雑
一

金
葉
集
三
奏
本
・
春
、
新
古
六
二
・
賀

金
葉
集
三
奏
本
・
春
、
玉
葉
集
・
賀

玉
葉
集
・
春

2



六五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七

鶯鶯柳霞霞霞梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅帰
雁

帰
雁

苗
代
（
水
）

壷
董

山
里
　
初
音

我
宿
の
柳
（
の
糸
）

霞
の
衣
　
春
風
　
青
柳
の
糸

谷
川
の
音
　
吉
備
の
中
山

潮
路
　
朝
　
沖
の
片
帆
「
霞
隔
行
舟
」

春
駒

我
宿

雪我
宿
の
つ
ま
（
に
匂
ひ
し
）
　
垣
根
の
花

春
の
夜
　
あ
か
ぬ
匂
ひ

春
風

香
　
袖
　
垣
根

香
山
里
宿
「
山
家
梅
」

風
　
山
里
　
花
の
い
ろ
「
絵
に
…
女
ひ
と
り
」

下
行
水
　
花
散
る
程
「
水
辺
梅
花
」

流
れ
く
る
水
「
梅
の
花
の
水
に
浮
き
で
流
る
」

玉
章
　
春
か
へ
り
ご
と

涙
　
ま
た
こ
む
秋

花
（
春
の
）
小
山
田

維
子
鳴
く
岩
田
の
小
野

教
長

道
綱
母

季
遠

孝
喜

隆
縁

盛
経

兼
盛

元
輔

行
尊

読
人
不
知

祐
盛

資
隆

国
基

道
信

心
覚

嘉
言

意
尊

季
通

小
左
近

顕
季

承
暦
二
年
内
裏
歌
合

（
津
の
国
に
て
）

内
裏
屏
風
歌

（
雅
家
家
歌
合
）

久
安
百
首

堀
河
百
首

金
葉
集
二
度
本
・
春

詞
花
集
・
春
（
被
除
歌
）

金
葉
集
二
度
本
・
春

千
載
集
・
春
下

3

　
春
部
上
の
主
題
配
列
は
、
立
春
（
歌
数
六
）
、
子
日
（
四
）
、
雪
（
一
）
、
若
菜

（
三
）
、
鶯
（
四
）
、
柳
（
一
）
、
霞
（
三
）
、
梅
（
一
〇
）
、
帰
雁
（
二
）
、
苗
代
（
一
）
、

壷
董
（
一
）
で
あ
る
。
各
主
題
は
、
二
首
、
三
首
の
も
の
か
ら
梅
の
十
首
ま
で
丁

数
に
多
少
の
差
異
が
あ
る
が
、
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
立
春
、
子
日
、
若

菜
、
鶯
、
霞
、
梅
、
帰
雁
と
い
っ
た
伝
統
的
歌
題
に
基
づ
い
て
、
お
お
よ
そ
そ
れ

ぞ
れ
の
本
意
に
即
し
た
趣
向
表
現
の
詠
作
が
配
列
さ
れ
、
歌
題
ご
と
に
ひ
と
ま
と

　
　
　
　
　
「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

ま
り
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
雪
を
主
題
と
す
る
作
は
能
因
法
師
詠
一
首
（
一
連
番
号
＝
）
で
あ
る

が
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
御
狩
野
に
ま
だ
降
る
雪
は
消
え
ね
ど
も
き
ぎ
す
の
声
は
春
め
き
に
け
り

　
御
狩
野
を
背
景
に
し
て
雪
と
き
ぎ
す
の
声
が
対
照
的
に
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

主
題
は
春
に
降
る
「
雪
」
と
し
た
が
、
春
め
く
き
ぎ
す
の
声
が
一
首
の
眼
目
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
「
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
子
日
を
詠
む
一
〇
歌
、
若
菜
を
詠
む
＝
一
当
に
も
春
雪

が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
前
後
三
首
は
雪
の
景
気
を
基
調
と
し
て
関
連
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
歌
材
を
と
り
あ
げ
れ
ば
、
雪
の
降
り
か
か
る
松
、
い
ま
だ
雪
の

残
る
御
狩
野
に
鳴
く
き
ぎ
す
、
雪
の
消
え
残
る
春
日
野
の
飛
火
野
の
若
菜
と
並
べ

ら
れ
て
お
り
、
能
因
作
の
一
一
歌
は
子
日
の
主
題
か
ら
若
菜
の
主
題
へ
と
移
行
す

る
間
に
巧
み
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
柳
を
主
題
と
す
る
作
も
源
季
六
畜
（
一
九
）
｝
首
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
で
あ

る
。　

　
春
風
に
霞
の
衣
ほ
こ
ろ
び
て
た
え
ま
に
み
ゆ
る
青
柳
の
糸

　
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
春
風
に
青
柳
の
ゆ
ら
ぐ
様
が
伝
統
的
な
表
現
な
が
ら
み
ご
と

に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
道
綱
母
の
作
で
あ
る
一
八
歌
に
も
宿
の
柳
の
糸
が
詠
ま

れ
て
い
て
、
柳
の
糸
で
一
八
歌
と
一
九
歌
は
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
孝
善
作
の
二

〔
春
下
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

〇
歌
は
霞
を
主
題
と
し
て
い
る
が
、
　
一
九
歌
に
は
糸
の
縁
語
と
し
て
霞
の
衣
、
そ

の
ほ
こ
ろ
び
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
霞
が
二
〇
歌
へ
の
橋
わ
た
し
を
し
て
い
る
。

　
三
五
歌
の
主
題
で
あ
る
苗
代
、
三
六
歌
の
主
題
で
あ
る
壷
董
も
そ
れ
ぞ
れ
一
首

ず
つ
で
、
巻
末
に
お
い
て
比
較
的
特
異
な
歌
材
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
三
五
歌

に
は
花
が
詠
み
こ
ま
れ
、
三
六
歌
の
壷
董
と
と
も
に
、
春
部
下
に
つ
な
が
る
作
と

し
て
位
置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
巻
上
の
巻
軸
で
あ
る
三
六
歌
の
作
者

が
顕
季
（
撰
者
祖
父
、
六
条
藤
家
の
祖
）
で
あ
る
こ
と
が
、
巻
頭
と
あ
わ
せ
て
｝

応
注
目
さ
れ
る
。二

春
部
下
は
五
十
九
首
で
、
構
成
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
連
番
号

四四四四四四四三三三
六五四三ニー〇九八七

主
　
　
題

（
中
心
的
歌
材
）

そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
花花花花花花花花花花

「
花
契
多
春
」
御
垣
が
原

「
山
花
始
開
」

多
く
の
春

宿
（
に
匂
へ
る
）
　
厳
く
る
人
の
か
ざ
し

宿
（
の
け
し
き
）
　
匂
ひ
　
風

春
霞
　
匂
ふ
あ
た
り
　
風
　
山
桜

春
の
心
　
春
風

春
の
霞
山
　
心

白
雲
　
立
田
山

霞
　
雲
　
峯

作
　
　
者

主
な
出
典
資
料

備

考

経
信

二
条
天
皇

師
実

資
業

兼
房

中
納
言
女
王

通
俊

顕
綱

為
業

雅
頼

（
白
河
院
歌
会
）

（
内
裏
歌
会
）

京
極
家
に
白
河
院
御
幸
の
翌
日

高
倉
一
宮
（
祐
子
内
親
王
）
家
歌
合

同
右

寛
治
八
年
八
月
高
船
下
歯
序
合

同
右

同
右

新
拾
遺
集
・
六
下

千
載
集
・
春
上

更
後
拾
遺
集
・
春
下

千
載
集
・
塁
上

続
千
載
集
・
春
下

千
載
集
・
最
上

4



七七七七七六六六六六六六六六六五五五五五五五五五五四四四
四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七

落落落落桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花

霞
　
峯
　
麓
の
花

春
の
山
風
匂
ふ
　
「
遠
尋
山
花
」

峯
　
　
　
　
　
　
　
「
遠
尋
山
花
」

峯
の
白
雲
　
花
の
姿
「
遠
尋
山
花
」

春
の
心
　
高
天
の
山
「
春
情
在
花
」

末
汲
む
人
　
水
に
う
つ
る
か
げ
「
花
陰
浮
水
」

か
げ
清
き
花
の
鏡
　
白
河
の
水

万
代
の
花
の
た
め
し

匂
ひ
か
は
ら
ぬ
　
浅
茅
原
　
故
郷

匂
ふ
　
あ
だ
な
る
花
の
心

吉
野
山
　
こ
と
し
を
花
の
き
は
と
見
る

我
身
　
衰
へ
　
後
の
春

風
　
よ
は
ひ

過
ぎ
に
し
春
　
や
そ
ぢ

花
に
そ
め
て
し
心

耳
に
心
の
と
ま
り
ぬ

一
木
が
も
と

情
な
き
し
つ
が
心
　
惜
し
む

を
り
ふ
し
の
ゆ
く
へ
も
今
は
し
ら
ぬ
身

春
に
し
ら
れ
ぬ
埋
木
　
花
み
る
人

し
め
ゆ
ふ
花
　
風
山
辺

こ
ぼ
れ
て
匂
ふ
　
山
風

こ
ぼ
れ
て
匂
へ
　
今
日
の
形
見

の
ど
か
に
匂
へ
　
後
の
春

雲
居
　
さ
ざ
波
　
嵐
　
志
賀
の
山
辺

天
河
　
雲
の
し
が
ら
み
　
小
初
瀬
の
山

里
に
散
る
桜
谷
の
埋
木

白
雲
峯
麓
の
雪

（
鞍
馬
の
僧
）

崇
徳
院

忠
通

顕
広

公
能

資
仲

有
仁

実
能

顕
方

賢
智

雅
重

良
退

隆
資

時
房

崇
徳
院

栄
職

顕
昭

実
源

実
資

実
方

頼
宗

高
遠

元
輔

鳥
羽
院

公
行

匡
房

覚
樹

伊
通

（
鞍
馬
寺
大
門
に
て
）

（
近
衛
殿
御
幸
和
歌
）

（
同
右
）

（
同
右
）

（
崇
徳
院
内
裏
歌
会
）

（
鳥
羽
院
白
河
花
見
御
幸
）

（
同
右
）

（
藪
林
院
に
て
）

（
尚
歯
会
）

（
同
右
）

（
仁
和
寺
に
て
）

（
隆
家
雲
林
院
の
花
見
）

（
雲
林
院
花
見
）

（
資
頼
月
輪
寺
の
花
見
）

（
同
右
）

（
天
承
元
年
九
月
淑
徳
院
十
五
首
歌
）

金
葉
集
二
度
本
・
春

千
載
集
・
塁
上

千
載
集
・
運
上

新
勅
撰
集
・
春
上

新
千
載
集
・
春
下

千
載
集
・
野
上

千
載
集
・
呈
上

新
古
今
旦
・
春
下

金
葉
集
三
奏
本
・
春

風
雅
集
・
筆
下

玉
葉
集
・
輩
下

続
古
今
集
・
雑
上

玉
葉
集
・
春
下

新
古
今
集
・
春
下

千
載
集
・
里
中

千
載
集
・
里
下

金
葉
集
二
度
本
・
春

千
載
集
・
里
下

5

『
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

五



九九九九九九八八八八八八八八八八七七七七七
五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五

『
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
落
花

　
山
吹

　
山
吹

花
（
山
吹
と
藤
）

藤
（
波
）

藤
（
波
）

藤藤
（
波
）

藤
（
波
）

惜
春

三
月
尽

暮
春

峯
の
白
雲
　
吉
野
山

青
根
が
峯
　
白
雲
　
吉
野
川
　
み
な
と
の
波
に
よ
る

花風
　
惜
し
む
人

界
　
木
の
も
と
毎
　
お
の
が
も
の

は
か
な
さ
（
を
恨
み
も
は
て
じ
）
　
う
き
世
　
心

ま
た
も
こ
む
春
　
限
り
の
心
地

（
散
ら
さ
じ
と
思
ふ
）
花
　
し
ぬ
ば
か
り

こ
り
ず
ま
に
散
る
折
　
過
ぎ
に
し
春
の
同
じ
思
ひ

風
花
の
し
る
べ
「
随
風
尋
花
」

青
葉
隠
れ
の
花
　
山
桜
　
「
尋
残
花
心
」

井
手
の
里
人
　
花
の
ゆ
か
り

吉
野
川
岸
「
水
辺
款
冬
」

ふ
た
心
あ
り
け
る
人

月
　
薄
紫
の
雲
「
月
前
藤
花
」

ま
が
き
の
島
　
末
の
松
山

空
よ
り
お
つ
る
波
　
山
里
　
松

ゐ
ぜ
き
　
松
の
し
づ
え

春
ふ
か
く
　
住
の
江
の
岸

心
慰
む
方
も
な
き

命
あ
ら
ぱ
又
も
逢
ひ
み
む
春

春
の
ゆ
く
え
　
人
の
心

雅具実好俊道能為輔範崇静定信政為覚兵教頼季
光平清忠恵済宜業親綱徳厳頼宗平業性衛長政通
　　　　　　　　　　院

久
安
百
首

久
安
百
首

同
右

久
安
百
首

千
載
集
・
輩
下

新
里
古
今
集
・
雑
上

千
載
集
・
豊
中

続
後
撰
集
・
春
下

新
車
撰
集
・
春
下

千
載
集
・
筆
下

新
拾
遺
集
・
春
下

千
載
集
・
春
下

山ノ、

6

　
春
菊
の
主
題
は
桜
花
（
四
八
、
落
花
一
四
も
含
む
）
、
山
吹
（
三
）
、
藤
（
五
）
、

惜
春
（
一
）
、
三
月
尽
（
一
）
、
暮
春
（
一
）
で
あ
る
。
な
お
巻
末
の
三
首
に
つ
い

て
惜
春
、
三
月
尽
、
暮
春
と
詠
歌
内
容
に
即
し
て
分
け
た
が
、
広
義
に
は
暮
春
あ

る
い
は
三
月
尽
と
い
う
主
題
で
三
首
を
ひ
と
ま
と
め
に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
春

下
は
大
半
が
桜
花
を
詠
ん
だ
作
品
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
春
上
と
の
画
数
が
不
調

和
で
あ
る
こ
と
も
、
桜
花
を
会
下
に
一
括
す
る
た
め
の
作
為
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。　

桜
花
を
詠
み
こ
ん
だ
作
品
群
四
十
八
首
は
、
四
季
部
全
体
の
主
題
中
で
、
最
も

多
数
で
あ
る
。
二
位
は
秋
月
三
十
六
首
で
、
春
の
花
、
秋
の
月
が
四
季
を
代
表
す

る
歌
材
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
桜
花
の
作
品
群
は
、
内
容
か
ら
三
つ
の
歌
群
に



大
別
で
き
る
。
6
三
七
歌
か
ら
五
四
歌
あ
た
り
ま
で
。
口
五
五
歌
あ
た
り
か
ら
七

〇
歌
ま
で
。
日
七
一
歌
か
ら
八
四
歌
ま
で
。
e
群
は
燗
漫
と
咲
き
匂
ふ
桜
を
賛
美

し
た
も
の
。
口
群
は
述
懐
を
託
し
た
も
の
。
日
群
は
落
花
を
詠
む
も
の
。

　
6
群
が
い
く
つ
か
の
点
で
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
、
三
八
歌
が
二
条
天
皇
詠
で
あ

る
も
の
の
三
七
歌
の
経
信
か
ら
四
四
歌
の
顕
綱
ま
で
は
前
代
の
歌
人
の
詠
が
並
べ

ら
れ
、
後
半
の
四
五
歌
の
為
業
か
ら
五
四
歌
の
実
能
ま
で
は
当
代
か
当
代
に
近
い

歌
人
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
作
者
の
面
か
ら
前
後
に
区
別
さ
れ
る
。
次
に
、
出
典

資
料
を
み
る
と
、
前
半
は
高
倉
一
宮
（
祐
子
内
親
王
）
家
歌
合
（
四
〇
、
四
一
）

寛
治
八
年
八
月
高
歯
荘
家
歌
合
（
四
二
、
四
三
、
四
四
）
か
ら
採
用
さ
れ
た
作
品

が
中
心
で
あ
り
、
後
半
は
崇
徳
院
近
衛
殿
御
幸
和
歌
（
四
八
、
四
九
、
五
〇
）
、

鳥
羽
院
白
河
花
見
御
幸
和
歌
（
五
三
、
五
四
）
か
ら
採
用
さ
れ
た
作
品
が
目
立
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
壇
的
催
し
を
構
成
の
中
核
に
置
い
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
『
千
載
集
』
と
の
共
通
歌
が
七
首
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
の
一
連
番

号
を
示
し
て
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
夏
〕

続
詞
花
集

五四四四四三
三九八四二九

千
載
集

四四四四四五
四七六九八○

『
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

五
四

四
五

　
『
千
載
集
』
の
四
五
歌
か
ら
五
〇
歌
ま
で
の
七
首
が
、
す
べ
て
『
続
詞
花
集
』

の
作
品
と
共
通
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
俊
成
が
『
千
載
集
』
編
纂
の
際
、

春
歌
の
部
分
の
構
成
に
お
い
て
『
続
詞
花
集
』
の
桜
花
の
こ
の
歌
群
の
配
列
を
参

考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
口
書
で
は
『
千
載
集
』
と
の
共
通
歌
は
一
首
も
な
く
、

述
懐
性
の
強
い
作
品
群
は
俊
成
の
評
価
外
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
三

群
で
は
五
首
が
『
千
載
集
』
に
み
え
る
。
う
ち
七
二
歌
、
七
四
歌
、
七
五
歌
は

『
千
載
集
』
春
下
に
群
集
す
る
（
な
お
、
七
四
、
七
五
は
『
千
載
集
』
で
は
七
九
、

八
○
で
二
首
の
並
び
の
ま
ま
選
入
さ
れ
て
い
る
）
が
、
七
〇
歌
、
七
九
歌
は
雑
歌

の
部
に
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
H
群
が
と
く
に
『
千
載
集
』
と
の
関
係
が
深

く
、
各
作
品
の
み
な
ら
ず
配
列
構
成
の
面
に
お
い
て
も
、
俊
成
が
相
応
の
評
価
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5

与
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
四
季
部
を
代
表
す
る
歌
材
で
あ
る
桜
花
の
作
品
群
に
は
、
作
者
、
出
典
資
料
の

選
択
や
歌
材
や
表
現
内
容
の
展
開
に
撰
者
の
周
到
な
配
慮
が
う
か
が
わ
れ
る
。
因

み
に
五
〇
の
顕
広
（
俊
成
）
詠
「
面
影
に
花
の
す
が
た
を
さ
き
だ
て
て
い
く
へ
越

え
き
ぬ
峯
の
白
雲
」
は
、
当
時
、
俊
成
の
お
も
て
歌
と
考
え
ら
れ
て
い
た
作
で
あ

注
6

る
（
鴨
長
明
『
無
名
抄
』
）
。

三

夏
歌
は
巻
第
三
、
五
十
五
首
で
、
構
成
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

七

7



「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

一
連
番
号

三き蕉蕪葱≡≡＝謡鯉盤齪298歎繰
　
主
　
　
題

（
中
心
的
歌
材
）

更
衣
（
首
夏
）

首
夏

首
夏

卯
の
花

卯
の
花

卯
の
花

卯
の
花

卯
の
花

卯
の
花

葵時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

時
鳥

そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど

ぬ
ぎ
か
ふ
る
花
の
快
の
移
り
香
　
春
の
名
残

な
ら
の
葉
　
我
宿
　
し
げ
み
に
す
ず
む

桃
の
花
　
山
里
　
都
「
う
づ
き
つ
い
た
ち
」

梅
に
ま
が
ふ
　
鶯

小
野
の
細
道

白
河
の
関
　
垣
根

音
無
川
（
の
波
）

山
里

桂
の
里
　
月
の
影

神
山
　
ふ
た
ば

さ
や
ま
が
峯
宿
衣
（
か
た
し
く
）

聞
き
つ
と
語
る
人
　
「
人
伝
に
郭
公
を
聞
く
」

夜
も
す
が
ら
待
つ
　
山
の
か
ひ

初
音

初
声
　
な
ら
し
の
岡
　
い
く
夜

一
声
　
待
て
と
た
の
む
る
人

初
音
「
夢
聞
郭
公
」

雲
の
上

一
声
　
し
ら
ぬ
雲
居

二
声
と
な
ど
か
来
鳴
か
ぬ
　
短
か
き
夏
の
夜

な
ど
か
来
鳴
か
ぬ
　
よ
が
れ

な
べ
て
聞
か
す
る
声

む
か
し
の
声

人
く
る
し
め
　
ま
ど
ろ
め
ば
ま
た
来
鳴
く

聞
く
夜
　
ね
ら
れ
ず

夜
半
　
一
声
鳴
き
て
明
け
ぬ

作
　
　
者

親
隆

恵
慶

源
信

尚
忠

信
通

季
通

盛
清

相
方

読
人
不
知

小
侍
従

範
永

忠
通

成
範

師
賢

隆
資

小
左
近

伊
通

行
宗

家
俊

基
俊

公
保

忠
通

道
済

永
実

教
良
母

成
通

主
な
出
典
資
料

久
安
百
首

鳥
羽
殿
五
番
歌
合

同
右（

道
雅
家
障
子
絵
）

（
崇
徳
院
内
裏
歌
会
）

（
崇
徳
院
内
裏
歌
会
）

鳥
羽
殿
五
番
歌
合

郁
芳
門
院
根
合

八

備

考

新
古
今
集
・
夏

千
載
集
・
夏

金
葉
集
三
奏
本
・
血

肝
千
載
集
・
夏

新
古
片
庇
・
夏

続
古
今
集
・
夏

千
載
集
・
夏

8
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夏
の
夜
　
明
く
る
も
知
ら
ず

高
天
の
山
と
を
ち
の
里

住
の
江
　
待
つ
に
か
ひ
あ
る
心
地

稲
荷
山
夕
か
け
て

有
明
の
月
　
「
暁
月
聞
郭
公
」

忍
び
妻
お
き
行
く
空
　
「
暁
郭
公
」

逢
坂
山
　
「
郭
公
声
稀
」

い
に
し
へ
を
忍
ぶ

む
か
し
の
け
し
き
　
勝
間
田
池

淀
の
渡
り
　
美
豆
野
原

花
色
衣
　
笠
取
山

池
の
汀

宿
　
つ
ま
に
ひ
か
る

七
夕
の
心
地
　
年
に
一
度
つ
ま
に
み
ゆ

「
五
月
五
日
」

五
月
闇
　
沢
辺
の
草

釣
簾
の
外
　
宵
の
と
も
し
び

山
の
雫
　
尾
上
に
夜
を
明
か
し
つ

宮
城
原
　
し
の
ぶ
も
ち
ず
り
　
下
露

夏
河
の
岩
瀬

有
明
の
月
　
夏
の
夜

と
を
ち
　
天
の
香
具
山

夏
深
し
　
玉
江
　
「
水
草
隔
舟
」

荻
の
葉
　
風
の
そ
そ
ふ
く

松
が
ね
　
岩
も
る
清
水

「
樹
陰
翫
泉
」

夕
さ
れ
　
せ
き
の
小
川
「
水
辺
納
涼
」

夕
さ
れ
　
篠
の
を
ざ
さ
　
秋
の
け
し
き

秋
の
初
風
「
待
草
花
」

夏
の
野
辺

（
冬
に
し
ら
れ
ぬ
）
氷
「
水
上
夏
月
」

　
　
　
雲
隠
れ
「
雲
隔
遠
望
」

　
　
　
我
身
ひ
と
つ
の
秋

鹿
の
し
が
ら
み
「
秋
花
夏
開
」

『
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

雅
定

勝
超

覚
忠

頼
実

仲
実

顕
広

忠
清

通
清

兵
衛

成
元

顕
房

堀
河
院

堀
河

実
円

読
人
不
知

覚
性

忠
兼

匡
房

心
覚

覚
性

経美実道長好忠俊
衡濃能経実忠通頼

（
住
吉
に
て
）

（
八
条
の
山
庄
に
て
）

久
安
百
首

通
宗
家
歌
会

郁
芳
門
院
根
合

久
安
百
首

顕
房
家
歌
合

堀
河
百
首

（
崇
徳
院
内
裏
歌
会
）

三
百
六
十
首
歌

（
二
条
皇
太
后
宮
家
歌
会
）

実
行
家
歌
合

（
二
条
皇
太
后
宮
家
歌
会
）

続
古
今
集
・
夏

千
載
集
・
夏

新
古
今
集
・
夏

千
載
集
・
夏

千
載
集
・
夏

続
古
今
集
・
夏

金
葉
集
二
度
本
・
秋

九
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一
五
・
［
祓

「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

奮
立
ち
枝
木
綿

三

三
喜

一
〇

妻
至
聖
茱
真
千
蟻
集
・
互

　
史
部
の
主
題
は
更
衣
（
一
）
、
首
夏
（
二
、
九
七
は
青
葉
、
九
八
は
山
里
の
桃
の

花
が
中
心
的
歌
材
）
、
卯
の
花
（
六
）
、
葵
（
一
）
、
時
鳥
（
二
三
）
、
花
橘
（
一
）
、
五

月
雨
（
三
）
、
菖
蒲
（
三
）
、
螢
（
二
）
、
照
射
（
二
）
、
夏
月
（
二
）
、
夕
立
（
一
）
、
藍

（
一
）
、
納
涼
（
三
）
、
夏
風
（
一
）
、
藤
袴
（
一
）
、
萩
（
一
）
、
祓
（
一
）
と
な
る
。

　
夏
歌
の
代
表
的
な
歌
題
は
時
鳥
で
あ
る
。
時
鳥
を
詠
み
こ
む
作
品
群
二
十
三
首

に
は
い
わ
ば
⊥
ハ
段
階
の
展
開
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
e
一
〇
六
歌
か
ら
一

〇
八
雲
ま
で
、
初
音
を
待
つ
趣
向
の
作
。
口
一
〇
九
歌
か
ら
一
一
二
歌
ま
で
、
初

音
を
詠
む
作
。
日
一
＝
二
重
か
ら
一
一
八
歌
ま
で
、
時
鳥
の
鳴
く
声
を
詠
む
作
。

四
一
一
九
歌
か
ら
一
二
二
歌
ま
で
、
夜
半
に
時
鳥
を
聞
く
趣
向
の
作
。
田
一
二
三

歌
か
ら
一
二
五
歌
ま
で
、
名
所
で
鳴
く
時
鳥
を
詠
む
作
。
因
一
二
六
歌
か
ら
一
二

八
歌
ま
で
、
暁
方
に
鳴
く
時
鳥
を
詠
む
作
。
「
時
鳥
」
の
歌
題
を
趣
向
別
に
六
つ

の
歌
群
に
細
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
の
移
行
を
主
軸
に
し
て
巧
み
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
鳥
の
主
題
の
あ
つ
か
い
は
先
行
す
る
勅
撰
集
に
は
み
ら
れ

な
い
独
自
の
方
法
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
注
意
さ
れ
る
主
題
と
し
て
「
夕
立
」
を
詠
む
次
の
俊
頼
詠
が
あ
る
。

　
　
と
を
ち
に
は
夕
立
す
ら
し
久
か
た
の
天
の
香
具
山
雲
が
く
れ
行
く
（
一
四
二
）

〔
秋
上
〕

　
『
新
古
宙
吊
』
の
入
二
尊
で
も
あ
る
。
『
詞
花
集
』
に
、
や
は
り
「
夕
立
」
を
主

題
と
す
る
作
と
し
て
「
川
上
は
夕
立
す
ら
し
み
く
づ
せ
く
梁
瀬
の
さ
波
立
ち
さ
わ

ぐ
な
り
」
（
好
忠
）
が
み
え
、
六
月
を
詠
み
こ
ん
だ
歌
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
類
似
し
て
い
る
の
で
、
『
詞
花
集
』
を
意
識
し
た
歌
題
と
思
わ
れ
る
が
、
俊

高
詠
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
情
景
描
写
を
み
る
と
撰
者
の
鑑
賞
眼
の
確
か
さ
が
理

解
で
き
る
。
次
の
一
四
三
歌
は
、
夏
の
深
ま
っ
た
水
辺
に
藍
の
し
げ
る
様
を
詠
ん

で
い
る
。
一
四
四
歌
か
ら
一
四
九
歌
ま
で
の
歌
群
に
は
「
秋
」
の
語
句
を
も
つ
作

を
配
し
て
、
徐
々
に
夏
か
ら
秋
へ
と
推
移
す
る
気
配
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
出
典
資
料
を
み
る
と
、
久
安
百
首
の
作
が
四
首
あ
る
が
、
鳥
羽
殿
五
番
歌
合

（
一
〇
〇
、
　
一
〇
一
、
一
一
四
）
、
郁
芳
門
院
根
合
（
一
一
五
、
＝
二
二
）
が
学
部

の
主
要
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四

　
秋
歌
は
巻
第
四
、
巻
第
五
の
上
、
下
に
分
か
れ
る
。

構
成
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

秋
部
上
は
六
十
七
首
で
、

丁
重
（
主
　
　
題
中
心
的
歌
材
）

五五五

早
秋

秋
風

秋
風
（
初
風
）

そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど

山
里
　
「
山
家
早
秋
」

夏
衣
　
荻
の
葉

朝
ぼ
ら
け
　
荻
の
上
葉
　
露

作
　
　
者

好道雅
忠済兼

主
な
出
典
資
料

忠
通
家
歌
会

三
百
六
十
首
歌

備

考
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八八七七七七七七七七七七六六六六六六六六六六五五五五五五
一〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋七七七七七七七七七七七早
．月月月月月，月月月月月月月月月月月夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕秋

浅
茅
が
花
（
原
力
）
　
露

天
の
川
波
　
契
り
け
む
程
　
絶
え
せ
ぬ
今
日

天
の
川
　
絶
え
ぬ
契
り

天
の
羽
衣
　
暮
れ
待
つ
ほ
ど
　
袖

天
の
川
　
雲
居
　
星
合
の
空

運
の
川
　
急
ぐ
渡
り
に
舟
を
貸
し
つ

天
の
川
瀬
　
舟
居

花
染
の
衣
　
露

天
の
羽
衣
　
星
合
の
空
の
明
け
ぬ

天
の
羽
衣
　
彦
星
の
今
朝
た
ち
か
へ
る
　
露
け
さ

浮
雲
　
た
な
ば
た
の
か
へ
る
あ
し
た

天
の
川
　
か
へ
さ
　
袖

山
の
端
横
ぎ
る
雲
の
絶
え
間

山
の
あ
な
た
に
住
む
人

秋
風
　
夜
寒
　
雲
の
衣

天
の
川
瀬
　
氷
る

ね
ら
れ
ざ
り
け
り
「
月
不
如
秋
」

月
み
て
ぬ
べ
き
心
ち

雲
　
峯
の
あ
ら
し

ね
で
あ
か
し
つ
「
山
寺
に
侍
り
て
　
京
な
る
人
に

つ
か
は
す
」

「
絵
に
ひ
と
り
月
み
た
る
人
」

「
連
夜
見
月
」
か
た
わ
れ
月
　
有
明
の
空

「
連
夜
見
月
」
月
の
さ
か
り
　
昼
ま
ど
ろ
む

薄
雲
か
か
る
有
明
の
月

月
を
残
し
て
あ
く
る
東
雲

か
た
ぶ
き
に
け
り

月
の
い
る
山
の
あ
な
た
の
里
人

屏
風
の
絵
に
月
の
夜
山
路
を
ゆ
く
人
　
名
も
し
ら
ぬ

鳥

『
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

道恵嘉成新雅行具道二和教道公三公顕覚実冷実為国三読範頼顕
済慶言通院光盛平済条駅長経通条実方性行泉重言基偉人綱通季
　　　　紀　　　　天幕　　　院　　　北　　　　内不
　　　　伊　　　　善部　　　　　　　方　　　　侍知

（
堀
河
百
首
）

堀
河
百
首

忠
通
家
月
三
十
五
首

長
承
三
年
顕
輔
家
歌
合

長
承
二
年
内
裏
十
首
歌
会

永
暦
二
年
内
裏
百
首

忠
通
家
歌
合

同
右

金
葉
集
三
写
本
・
秋
、
新
古
今
月
・

秋
上
（
切
出
し
歌
）
続
古
今
集
・
雑
上

雨
後
拾
遺
集
・
雑
秋

金
葉
集
三
奏
本
・
秋

新
古
今
集
・
秋
上

玉
葉
集
・
秋
下

千
載
集
・
秋
上

新
古
前
集
・
秋
上

千
載
集
・
雑
上

千
載
集
・
秋
上

玉
葉
集
・
秋
下

続
千
載
集
・
秋
下

一
一
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「
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

○○○○OOOOOO九九九九九九九九九九八八八八八八八八
九八七六五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四三二
鹿鹿鹿鹿鹿雁雁雁秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
　　　　　　　　月月月月月月月月月月．月月月月月月月月月月

を
ば
す
て
山
に
月
を
の
ぞ
む
人

「
水
上
月
」

水
や
空
空
や
水
と
も
み
え
わ
か
ず

水
の
し
ら
た
ま
　
清
瀧
川

さ
び
江

逢
坂
の
関
の
清
水

（
播
磨
路
や
）
須
磨
の
関
屋

「
月
閑
中
友
」

「
古
郷
月
」
板
井
の
清
水
　
水
草

有
明
の
空

昼
に
か
は
ら
ぬ
月
　
あ
く
る
　
鳥
の
音

あ
く
る
も
し
ら
ぬ
月
の
光

天
の
原
挾
に
月
の
出
づ

月
に
な
が
む
る
心

み
る
人
の
心
　
月
影
す
め
る
宿

月
に
心
を
な
ぐ
さ
む
　
う
き
身

な
が
む
る
か
ら
に
も
の
か
な
し
　
う
き
世

山
の
端
秋
も
ふ
け
ぬ
　
九
月
十
三
担

い
は
れ
の
　
ち
ぐ
さ
の
花
　
露
　
「
月
照
草
花
」

野
辺
の
月
　
萩
の
下
露
　
風

伊
勢
の
浜
荻
「
旅
中
聞
雁
」

か
き
つ
ら
ね
た
る
玉
章
　
朝
霧

か
き
な
が
し
た
る
玉
章
水
の
面

露
、
萩
の
下
葉
　
秋
の
の
は
ら

秋
萩
の
下
葉
　
妻
こ
ふ
る
鹿
の
心

宮
城
野
の
小
萩
が
原
「
旅
宿
鹿
」

あ
し
た
の
野
辺
　
妻
さ
だ
ま
ら
ぬ
音

「
所
の
名
に
よ
せ
て
」

お
な
じ
岡
辺

家
経

越
後

読
人
不
知

顕
広

二
条
天
皇

顕
輔

師
俊

覚
性

俊
恵

匡
房

公
行

讃
岐

増
基

最
度

経
信
母

道
経

経
盛

実
行

隆
縁

忠
通

匡
房

崇
徳
院

堀
河

相
模

経
衡

覚
性

雅
光

輔
仁

久
安
百
首

永
暦
二
年
内
裏
百
首

忠
通
家
歌
会

忠
盛
家
歌
会

承
暦
二
年
殿
上
歌
合

崇
徳
院
内
裏
歌
会

（
師
実
家
歌
合
）

大
治
三
年
住
吉
歌
合

実
能
の
仁
和
寺

忠
通
家
月
三
十
五
首

久
安
百
首

同
右

高
倉
一
宮
家
歌
合
（
永
承
五
年
六
月
）

同
右

忠
通
家
歌
会

一
二

新
後
拾
遺
集
・
秋
上

千
載
集
・
秋
上

続
拾
遺
集
・
秋
上

千
載
集
・
覇
旅

千
載
集
・
雑
上

千
載
集
・
身
上

新
古
雲
集
・
雑
上

蓋
古
今
集
・
秋
上

新
古
今
集
・
雑
上

新
古
雲
集
・
秋
上

新
古
今
集
・
罵
旅

雪
後
拾
遺
集
・
秋
上

続
千
載
集
・
秋
上

千
載
集
・
秋
下
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七六五四三ニー○
秋鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿
花

山
か
た
そ
ひ
に
家
居
す

山
里
　
寝
覚
め
が
ち

身
の
う
さ
　
寝
覚
め

山
里
　
朝
霧

「
山
里
」
秋
の
の
は
ら

「
さ
が
の
の
花
」
野
辺

「
西
山
に
す
み
け
る
比
…
つ
か
は
す
」

に
し
き
の
き
り
は
ら
　
野
辺
　
「
か
へ
し
」

「
さ
が
」
大
宮
人
の
く
る
野
辺

能西静小通季恵：経
宣行蓮弁俊通慶信

久
安
百
首

白
河
院
探
題
歌
会

新
拾
遺
集
・
秋
下

千
載
集
・
秋
上

　
秋
上
の
主
題
は
、
早
秋
（
二
）
、
秋
風
（
二
）
、
七
夕
（
＝
）
、
秋
月
（
三
六
）
、

雁
（
三
）
、
鹿
（
一
二
）
、
秋
花
（
一
）
で
あ
る
。
秋
月
は
、
春
の
桜
に
次
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
7

四
群
群
を
代
表
す
る
歌
題
で
あ
る
。
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
秋
月
歌
群

は
大
き
く
二
分
さ
れ
、
前
半
は
一
八
二
歌
ま
で
で
前
代
歌
人
を
中
心
と
し
て
、
清

澄
な
秋
月
を
賛
美
す
る
趣
向
の
作
が
巧
妙
な
展
開
の
も
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

後
半
は
歌
枕
を
詠
み
こ
ん
だ
グ
ル
ー
プ
、
昼
の
よ
う
な
明
月
を
詠
ん
だ
グ
ル
ー

プ
、
述
懐
を
こ
め
て
詠
ん
だ
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
連
係
的
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
桜

花
の
場
合
と
同
様
に
、
述
懐
性
の
濃
い
作
品
群
が
四
季
の
部
立
に
選
入
さ
れ
て
い

〔
秋
下
〕

る
と
こ
ろ
に
『
続
詞
花
集
』
の
特
質
の
ひ
と
つ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
七
夕
」
は
二
星
の
逢
瀬
の
経
過
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
「
雁
」
や
「
鹿
」

も
概
し
て
穏
健
で
平
明
な
作
品
が
選
ば
れ
、
和
歌
的
伝
統
に
の
っ
と
っ
た
配
列
態

度
で
一
貫
し
て
い
る
。
巻
末
の
秋
花
は
萩
で
は
じ
ま
る
秋
部
下
に
つ
な
が
る
。

五

秋
部
下
は
六
十
二
首
で
、
構
成
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
連
番
号

三ニー〇九八

主
　
　
題

（
中
心
的
歌
材
）

萩萩萩萩萩女
郎
花

そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど

露
　
秋
の
野
　
　
「
待
草
花
心
」

あ
き
山
の
ふ
も
と
　
家
居
　
末
の
野
　
ま
が
き

「
近
対
草
花
」

袖
　
秋
の
野
　
に
し
き

露
　
真
野
の
む
ら
萩
「
雨
中
野
花
」

宮
城
野
の
野
の
も
と
あ
ら
の
小
萩
「
雨
夜
思
萩
心
」

秋
風
「
女
郎
花
随
風
」

作
　
　
者

雅長顕匡伊顕
兼能季房家季

主
な
出
典
資
料

備

考

「
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

忠
通
家
歌
会

金
葉
集
三
手
本
・
秋

千
載
集
・
秋
上

　
　
　
　
　
　
　
一
三

13



「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

五五四四四四四四四四四四三三三三三三三三三三二二二二二ニ
ー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四
霧松擁梼構虫虫虫鈴ひ露露刈荻荻荻薄花花花花花花薄藤女女女

風衣衣衣ののの虫ぐ　　萱
　　　　音音音　ら
　　　　　　　　し

薄薄薄薄薄薄　袴郎郎郎
　　　　　　　　花花花

い
そ
の
か
み
ふ
る
か
ら
野
辺

荒
れ
ゆ
く
宿
　
露
け
き
秋
の
夕
暮
れ

露紫
の
色

（
東
路
の
）
い
は
た
の
小
野
　
穂
に
出
で
ぬ
「
思
野
花
」

わ
が
宿
　
野
辺
　
人
な
ま
ね
き
そ

維
子
な
く
交
野
の
み
の
　
人
な
ま
ね
き
そ

　
　
　
　
　
行
き
か
ふ
人
を
ま
ね
く
な
り

「
さ
が
の
に
花
見
」
ま
ね
く
は
さ
が

秋
野
の
風
　
か
た
み
に
ま
ね
く
　
「
野
花
随
風
」

秋
野
の
風
　
ま
ね
か
ざ
り
せ
ば

秋
風
　
野
辺

荻
の
上
平
　
秋
の
け
し
き
　
身
に
し
む

荻
の
上
葉
に
風
わ
た
る
　
夕
暮
れ
　
身
の
ほ
ど

荻
の
上
風
　
秋
の
寝
覚
め

白
露
　
ぬ
れ
衣

挟
に
か
か
る
秋
の
夕
露

夕
暮
れ

声
は
ふ
り
せ
ず

草
む
ら
　
我
も
こ
の
世
は
な
か
ぬ

浅
茅
生
　
露
木
枯
ら
し

「
草
む
ら
の
夜
の
虫
」
露

を
ち
の
里
人
　
霧
「
遠
聞
梼
衣
心
」

と
を
ち
の
里
　
秋
の
夜
の
寝
覚
め
　
寒
風

玉
川
の
里
　
松
風

住
吉
　
秋
の
空

宇
治
の
河
霧
　
雲
居
に
み
ゆ
る
朝
日
山

公為俊済匡時但好三長堀和大師行行顕行尾道孝時読伊資経肥親
実業頼円房文馬忠河能河飲込頼宗宗季宗張命清房人家隆忠後隆
　　　　　　　　　　　式三　　　　　　　　　不
　　　　　　　　　　　部位　　　　　　　　　知

久
安
百
首

堀
河
百
首

鳥
羽
殿
前
栽
合
（
嘉
保
二
年
八
月
）

同
右

同
右

久
安
百
首

堀
河
百
首

（
花
山
院
歌
合
）

久
安
百
首

三
百
六
十
首

野
宮
歌
合
（
天
禄
三
年
八
月
）

頼
忠
家
歌
会

堀
河
百
首

堀
河
百
首

一
四

金
葉
集
二
度
本
・
秋

千
載
集
・
秋
上

千
載
集
・
秋
上

続
後
撰
集
・
秋
上

千
載
集
・
秋
上

新
古
今
集
・
秋
上

続
千
載
集
・
雑
体

千
載
集
・
秋
上

新
古
今
集
・
秋
上

続
古
今
集
・
秋
上

続
後
撰
集
・
秋
上

千
載
集
・
李
下

新
古
今
集
・
秋
下

14



七七七七七七七七七七六六六六六六六六六六五五五五五五五五
九八七六五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四三二

霧霧秋
風

秋
思

秋
夜

秋
の
寝
覚
め

菊菊菊菊残
菊

残
菊

紅
葉

紅
葉

紅
葉

紅
葉

紅
葉
（
散
）

紅
葉
（
散
）

紅
葉
（
散
）

紅
葉
（
散
）

紅
葉
（
散
）

落
葉

行
秋

九
月
尽

九
月
尽
（
行
秋
）

行
秋

行
秋

行
秋

秋
の
田
の
穂
波
　
夕
霧
　
鶉

山
田
の
庵
　
夕
さ
れ
　
稲
葉
の
風

庭
の
面
　
浅
茅
な
み
よ
る
夕
風

身
に
し
む
秋
　
老
い

窓
う
つ
雨
の
音
「
秋
夜
長
心
」

は
る
か
な
る
も
ろ
こ
し

「
九
月
九
日
人
の
も
と
よ
り
」
匂
ひ
か
は
ら
ぬ
花

「
籠
菊
如
雪
」

老
い
　
し
ら
が
に
ま
が
ふ
白
菊
の
花

う
つ
ろ
ふ
ま
ま
に

う
つ
ろ
ふ
色
　
霜

長
月
の
時
雨
　
正
木
の
上
葉

龍
田
姫
　
紅
葉
の
に
し
き

佐
保
山

駒
を
と
ど
む

山
姫
　
千
重
の
に
し
き

か
み
が
き
山
の
麓
　
ぬ
さ

紅
に
や
し
ほ
染
め
　
嵐
　
「
落
葉
随
風
」

白
河
の
水
　
浅
き
瀬
も
な
し

故
郷
　
軒
の
し
の
ぶ
　
秋
風

峯
の
嵐
　
（
旅
寝
の
）
夢

長
月
ふ
た
つ
あ
る
年

小
倉
山
の
麓
　
暮
れ
ぬ
る
秋
の
空

ま
ね
く
薄
の
袖
も
露
け
し

草
の
葉
　
露

一
夜
さ
き
だ
っ
時
雨
　
涙

萩
の
葉
　
三
秋
の
あ
は
れ

範読師心範兼弁俊読中宗顕長能不仲弁行有孝行為大公．道範行崇
兼人俊覚永昌乳頼人将延輔能宣弁実乳慶追善慶忠弐重済兼宗徳

不　母　　母　不
知　　　　　　 知

母　北　　　三　　　　院
　　方　　　 位

「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

久
安
百
首

上
東
門
院
菊
合

堀
河
百
首

（
頼
通
紅
葉
見
）

（
顕
輔
家
歌
合
）

（
頼
資
家
歌
会
）

続
古
今
集
・
雑
上

千
載
集
・
秋
上

千
載
集
・
秋
下

新
古
今
集
・
秋
下

玉
葉
集
・
卑
下

千
載
集
・
輩
下

金
葉
集
三
奏
本
・
秋

千
載
集
・
秋
下

新
古
今
集
・
秋
上

金
葉
集
・
秋

一
五

15



　
　
　
　
　
「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

　
秋
下
の
主
題
は
、
萩
（
五
）
、
女
郎
花
（
四
）
、
藤
袴
（
一
）
、
薄
（
八
）
、
荻

（
二
）
、
刈
萱
（
一
）
、
露
（
二
）
、
ひ
ぐ
ら
し
（
一
）
、
鈴
虫
（
一
）
、
虫
の
音
（
三
）
、

構
衣
（
三
）
、
松
風
（
一
）
、
霧
（
三
）
、
秋
風
（
一
）
、
秋
思
（
一
）
、
秋
夜
（
一
）
、

秋
の
寝
覚
め
（
一
）
、
菊
（
六
）
、
紅
葉
（
一
〇
、
散
紅
葉
を
含
む
）
、
行
秋
（
四
）
、

九
月
尽
（
二
．
）
と
な
る
。
歌
数
の
多
い
の
は
順
に
紅
葉
が
十
首
、
薄
が
八
首
、
菊

が
六
首
、
萩
が
五
首
、
女
郎
花
、
行
秋
が
四
首
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
題
構

成
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
各
主
題
と
作
者
の
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
「
萩
」

を
詠
む
五
首
の
作
者
で
あ
る
二
季
、
亡
命
、
白
房
は
『
後
拾
遺
集
』
初
見
作
者
、

長
能
は
『
拾
遺
集
』
初
見
作
者
で
、
す
べ
て
前
代
の
歌
人
で
あ
る
。
ま
た
「
女
郎

花
」
を
詠
む
四
首
の
作
者
で
あ
る
雅
兼
、
親
骨
、
肥
後
、
経
鼻
は
『
金
葉
集
』
初

見
作
者
で
あ
る
。
ま
た
、
二
三
四
歌
（
薄
）
、
二
三
五
歌
（
薄
）
、
二
三
六
歌
（
荻
）

は
烏
羽
殿
前
栽
合
を
出
典
と
し
て
い
る
。
堀
河
百
首
を
出
典
と
す
る
作
が
五
首

（
二
二
五
、
二
三
七
、
二
四
九
、
二
五
一
、
二
⊥
ハ
四
）
あ
る
。
要
す
る
に
秋
湿
は
、

歌
題
別
に
『
後
拾
遺
集
』
あ
る
い
は
『
金
葉
集
』
こ
ろ
の
同
時
代
の
作
者
の
詠
を

ま
と
め
る
傾
向
が
あ
る
。
三
下
全
体
を
調
べ
る
と
、
『
拾
遺
集
』
初
見
作
者
旧
名
、

『
後
拾
遺
集
』
初
見
作
者
十
九
名
、
『
金
葉
集
』
初
見
作
者
十
九
名
、
『
詞
花
集
』

初
見
作
者
二
名
、
『
続
詞
花
集
』
初
見
作
者
十
二
名
、
読
人
不
知
歌
三
首
と
な
り
、

前
代
歌
人
の
分
布
が
偏
向
し
て
い
る
。
試
み
に
入
集
歌
人
に
つ
い
て
の
四
部
三
三

〔
冬
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

部
立
ご
と
に
勅
撰
集
初
見
別
の
人
数
を
調
査
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

拾
　
　
遺
　
集

初
見
作
者

後
拾
遺
集

初
見
作
者

金
　
葉
　
集

初
見
作
者

詞
　
　
花
　
　
集

初
見
作
者

続
詞
花
集

初
見
作
者

そ
の
他
（
読

人
不
知
な
ど
）

最
上

876852

子
下

A48
v

　1616
）

　910
）

　1013
）

　912
）

0

夏A14
v

　510
）

　1019
）

A38
v

　411
）

2

秋
上

　711
）

　717
）

　1014
）

　510
）

　714
）

1

秋
下

719192123

久AOs
v

　817
）

A37
v

A36
v

　211
）

0

計43867547658

〈
注
〉

乳
下
の
（
）
は
桜
の
主
題
中
の
人
数
、
夏
の
（
）
は
時
鳥
の
主
題
中
の
人
数
、
秋
上

の
（
　
）
は
秋
月
の
主
題
中
の
人
数
、
冬
の
（
）
は
雪
の
主
題
中
の
人
数
を
示
す
。

六

三
歌
は
巻
第
六
、
四
十
六
首
で
、
構
成
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

運
堂
（
主
　
　
題
中
心
的
歌
材
）

八八
一〇

初初
久久

そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど

野
辺
の
草
木
　
露
「
秋
の
名
残
な
き
心
」

木
枯
ら
し
・
の
風
　
空
の
け
し
き

作
　
　
者

国涼
基国

主
な
出
典
資
料

備

考

金
葉
集
二
度
本
・
秋

新
古
今
集
・
冬
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○○○○○○○○○〇九九九九九九九九九九八八八八八八八八
九八七六五四三ニー〇九八七六五四三ニー〇九八七六五四三二
雪雪雪初初初霰霜鶴鴛鴛水千千千冬冬冬冬綱山山時時時落紅紅
　　　雪雪雪　　　鳶鴛鳥鳥鳥鳥月月月月代家家雨雨雨葉葉葉

冬冬　　　霰霰
　　　　　　v　v

嵐
吹
く
山
の
あ
な
た
　
と
な
せ
の
滝
「
紅
葉
浮
水
」

大
井
川
　
と
な
せ
　
冬
の
梢

も
ら
ぬ
時
雨
　
真
木
の
板
屋

木
の
葉
　
寝
覚
め

挟
　
真
木
の
板
屋
　
夜
半
の
寝
覚
あ

と
ふ
人
も
な
き
山
里

鹿
の
音
も
人
も
お
と
せ
ぬ
山
里

都
　
木
枯
ら
し
　
峯
の
松
風

宇
治
の
河
霧
　
朝
ぼ
ら
け

女
郎
花
「
月
照
寒
草
」

雲
吹
き
は
ら
ふ
木
枯
ら
し

衣
手
寒
し
　
大
空

有
明
の
月
（
の
で
し
ほ
）
　
磯
つ
た
ひ

（
み
ち
の
く
の
）
野
田
の
玉
川
　
潮
風
　
夕
さ
れ

河
霧
　
汀

我
も
う
き
た
る
よ
を
過
ご
す

谷
川
　
つ
ら
ら
の
床

う
き
ね
　
う
は
げ
の
霜
　
下
の
氷

雲
夜
　
霜

竹
の
葉
　
も
と
の
露

さ
さ
の
葉
　
夜

み
吉
野
の
準
夜

さ
や
の
中
山
　
旅
寝
の
床
　
風
　
「
行
路
初
雪
」

旅
人
の
柴
摺
り
衣

外
山
　
柴
の
下
葉
を
ち
の
高
嶺

山
の
白
雪
　
こ
し
の
高
嶺

山
路
　
谷
の
か
け
は
し
　
梢

『
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

俊通顕正実二馬赤道崇覚紫長能忠季師永崇定頼宗覚定馬顕通経
頼俊綱家行胃内染信徳性式能因盛行輔輔徳頼定国雅信内広俊信

天骨衛　院　部
皇　門

院　女　　　 侍

（
白
河
院
大
井
川
御
幸
、

久
安
百
首

忠
通
家
歌
会

永
承
四
年
内
裏
歌
合

久
安
百
首

永
暦
二
年
内
裏
百
首

同
右

同
右

同
右

承
暦
三
年
）

師
実
家
歌
合
（
嘉
保
元
年
八
月
）

続
古
今
集
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

金
葉
集
二
度
本
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

新
古
今
集
・
冬

金
葉
集
三
奏
本
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

新
古
今
集
・
冬

続
古
今
集
・
冬

千
載
集
・
恋
五

新
説
遺
志
・
冬

千
載
集
・
罵
旅

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

金
葉
集
二
度
本
・
冬

千
載
集
・
冬

　
　
　
　
　
　
　
一
七
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「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

五四三ニー〇九八七六五四三ニー○
歳歳歳梅梅待雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪
暮暮暮　　春

箸
鷹
の
と
が
へ
る
山
白
斑

山
路
　
旅
人
の
か
さ

山
路
わ
れ
ひ
と
り
行
く
心
地

山
路
越
え
行
く
人
　
ま
く
り
て

「
旅
宿
雪
」
松
が
ね
　
を
ば
な
　
か
た
し
く
袖

花
薄

賎
の
ふ
せ
や
　
け
ぶ
り

呉
竹
の
折
れ
ふ
す
音
　
深
き
夜

朝
戸
片
岡
の
な
ら
の
枯
れ
葉

霜
が
れ
の
擁
　
菊
よ
り
後
の
花

山
里
　
朝
げ
の
け
ぶ
り
　
さ
き
立
つ
霞

山
里
　
香
　
「
年
の
内
に
咲
け
る
梅
」

鶯
（
の
鳴
か
ぬ
ば
か
り
）
　
に
ほ
ひ

身
に
つ
も
る
（
と
し
）

は
か
な
き
夢
の
心
地

暮
れ
行
く
年
の
日
数

隆
縁

経
信

白
河
院

経
信

顕
季

下
野

公
重

明
兼

経
信

資
隆

頼
家

明
快

顕
方

実
清

俊
宗

相
模

久
安
百
首

新
古
今
集
・
羅
旅

新
古
今
集
・
羅
旅

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

千
載
集
・
冬

一
八

　
冬
の
主
題
は
初
冬
（
二
）
、
落
葉
（
三
）
、
時
雨
（
三
）
、
山
家
冬
（
二
）
、
上
代
（
一
）
、

冬
月
（
四
）
、
千
鳥
（
四
）
、
鴛
鴛
（
二
）
、
鶴
（
一
）
、
霜
（
一
）
、
霰
（
一
）
、
雪
（
一
六
）
、

待
春
（
一
）
、
梅
（
二
）
、
歳
暮
（
三
）
で
あ
る
。
冬
部
は
雪
に
代
表
さ
れ
る
。

　
雪
の
挽
肉
は
、
経
信
作
三
首
を
は
じ
め
、
心
綱
、
通
俊
、
白
河
院
、
顕
季
、
下

野
な
ど
の
前
代
歌
人
（
『
後
拾
遺
集
』
初
見
作
者
）
の
作
が
多
い
。
ま
た
、
出
典

資
料
で
は
師
実
家
歌
合
の
作
四
首
（
三
〇
六
～
三
〇
九
）
が
目
立
っ
て
い
る
。
表

の
、
そ
の
他
の
歌
材
・
歌
枕
な
ど
の
欄
を
参
照
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
各
首
の
語

句
的
な
連
関
も
緊
密
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
首
が
『
千
載
集
』
に
入
集
し
て
い

る
。
前
述
の
語
部
の
桜
花
の
場
合
と
同
様
、
俊
成
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
選
歌
、

配
列
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
〇
七
歌
、
三
〇
八
歌
、
三
〇
九
歌
は
『
千
載
集
』

の
一
連
番
号
で
は
四
五
三
、
四
五
二
、
四
五
四
で
あ
る
。

　
三
二
〇
歌
（
待
春
）
、
三
二
一
歌
（
梅
）
、
三
二
二
歌
（
梅
）
は
、
春
の
季
節
に

連
環
す
る
歌
題
構
成
で
あ
る
。
冬
部
末
尾
に
置
か
れ
た
歳
暮
を
詠
む
さ
が
み
詠
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
あ
は
れ
に
も
暮
れ
行
く
年
の
日
数
か
な
か
へ
ら
ん
こ
と
は
よ
の
ま
と
思
へ
ば

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
掲
載
し
た
表
に
よ
っ
て
吟
味
し
た
『
続
詞
花
集
』
四
季
部
の
配
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列
構
成
は
、
四
季
部
に
限
っ
て
の
論
で
は
あ
る
が
、
『
続
詞
花
集
』
が
勅
撰
集
に

ふ
さ
わ
し
い
撰
集
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
と
め
と
し
て

各
季
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
を
と
り
あ
げ
、
先
行
す
る
他
の
勅
撰
集
と
比
較
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。
便
宜
的
に
、
『
袋
草
紙
』
が
「
後
拾
遺
ハ
末
代
規
模
集
也
。
」
と

し
た
『
後
拾
遺
集
』
以
下
、
『
金
葉
集
』
（
二
度
本
）
、
『
詞
花
集
』
の
三
集
と
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
8

る
こ
と
に
す
る
。
な
お
表
中
の
数
字
は
歌
数
を
示
す
。

春
部

後
拾
遺
集
　
　
金
　
葉
　
集

元
日

立
春

鶯子
日

若
菜

霞藍春
駒

雅野
焼

雪梅山
家
春

帰
雁

柳桜

5136216111234686161

（
以
上
春
上
腰
）

立
春

霞鶯梅子
日

柳呼
子
鳥

帰
雁

桜蕨杜
若

春
田

苗
代

山
吹

郷
燭

藤三
山
尽

58142111　42　21315538
詞
　
花
　
集

立
春

霞鶯若
菜

子
日

梅春
駒

柳桜帰
雁

桜
（
落
花
）

山
吹

呼
子
鳥

牡
丹

三
月
尽

2112　10　2　16　32212121

合
計
　
4
8

続
詞
花
集

「
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

壷苗帰梅丁丁鶯若雪子立
蒔直雁　　　　菜　日春

112　10　3143146

（
以
上
春
上
3
6
）

桜山
吹

藤三
月
尽

（
春
下

磐35348

桃
　
　
　
　
3

桜
（
落
花
）
　
1
8

さ
い
た
つ
ま
1

騨
陽
　
　
　
2

藤
　
　
　
　
5

山
吹
　
　
　
2

蛙
　
　
　
　
1

百
千
鳥
　
　
1

呼
子
鳥
　
　
1

三
月
尽
　
　
3

（
舌
下
　
　
3
7
）

　
　
合
計
　
耐

合
計
　
9
3

合
計
　
5
9

夏
二

三
拾
遺
集
金
葉
集
詞
花
集

続
詞
花
集

更
衣

時
鳥

青
葉

水
鶏

卯
花

時
鳥

早
苗

五
月
雨

菖
蒲

橘蛍

224422671311

蝉
（
の
羽
衣
）
1

更
衣

残
花

青
葉

卯
花

時
鳥

菖
蒲

五
月
雨

夏
月

水
鶏

納
涼

照
射

橘

2222168　23　6211
更
衣

卯
花

神
祭

時
鳥

菖
蒲

水
鶏

五
月
雨

橘撫
子

蛍納
涼

夏
月

1　2　2　2　2　4　1　1　8　2　1　1

更
衣

首
夏

卯
花

葵時
鳥

橘五
月
雨

菖
蒲

蛍照
射

二
月

夕
立一

九

1222331　23　1621
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丁丁丁丁氷丁丁
　暮個月室涼

『
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

1113361

合
計
　
7
0

祓夏秋寸歩露
　月風月河

111111

合
計
　
6
2

露台閏夕
　　六号
　　月
　　七
　　日1111

合
計
　
3
1

祓萩藤夏納藍
　　盆暮涼

131111

合
計
　
5
5

秋
部立

秋
七
夕

秋
月

虫
の
音

雁駒
迎

鹿霧二丁露女
郎
花

朝
顔

秋
風

霧

8　18　10　3411238276161

立
秋

七
夕

女
郎
花

早
秋

秋
月

虫
の
音

雁鹿野
花

萩女
郎
花

藤
袴

女
郎
花

薄霧

3922444251243121

立
秋

七
夕

秋
月

秋
風

霧花朝
顔

藤
袴

寸寸虫
の
音

駒
迎

寸土紅
葉

5　13　10　211111151248

花鹿雁秋七早秋早
　　　月三秋三秋

萩女
郎
花

藤
袴

薄荻刈
萱

121　12　3　36　11　1

（
以
上
秋
上
6
7
）

　
　
　
　
　
541821

拷
衣

秋
月

木
枯

紅
葉

菊紅
葉
（
散
）

時
雨

秋
田

九
月
尽

（
行
秋
）

（
秋
下

薄
　
　
　
　
2

花
　
　
　
　
6

秋
思
　
　
　
2

（
以
上
秋
上
期
）

　
　
　
　
　
3218　12　613廷36

合
計
　
蝿

菊紅
葉

九
月
尽

3　11　2

合
計
　
蝦

初
霜

九
月
尽

11

合
計
　
5
8

二
〇

露ひ
ぐ
ら
し

鈴
虫

虫
の
音

濤
衣

松
風

霧秋
風

秋
思

秋
夜

寝
覚
め

菊紅
葉

行
秋

九
月
尽

（
秋
下

　
　
合
計

2113313111112g　！2L2　2　4　lo　6

冬
六

二
拾
遺
集

立
冬

時
雨

落
葉

綱
手

千
鳥

山
家
冬

二
月

3232311

金
　
葉
　
集

冬綱紅寸寸六時
月代葉　　丁丁

4311111

詞
　
花
　
集

鷹二時丁丁落立
手代雨月風葉手

2511211

続
詞
花
集

初
冬

落
葉

時
雨

山
家
冬

綱
丁

丁
月

千
鳥

2332144
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寝
覚
あ

鷹
狩

霜霰雪氷歳
暮

13351722

合
計
　
4
8

冬
夜

千
鳥

氷霰雪鷹
狩

雪神
楽

高
瀬
舟

鴛
鳶

歳
暮

　
　
合
計

1151421031248　6

歳雪
暮

62

合
計
　
2
1

歳辻待雪霰霜道鴛
暮　春　　　　鴛

211116123

合
計
　
4
6

〔
注
〕

1

『
続
詞
花
集
』
に
即
し
た
研
究
に
限
り
管
見
の
参
考
文
献
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。

。
小
林
勝
己
氏
「
続
詞
花
和
歌
集
所
載
百
首
和
歌
・
歌
合
・
歌
会
・
私
家
集
等
の
歌

　
に
関
す
る
覚
書
」
（
名
古
屋
大
学
『
国
語
国
文
学
』
1
0
週
目
昭
和
三
七
年
五
月
、

　
な
お
同
じ
く
1
2
号
、
昭
和
三
八
年
三
月
に
資
料
篇
が
あ
る
）

。
青
木
賢
豪
氏
「
続
詞
花
集
に
つ
い
て
1
堀
河
百
首
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
の
関
連

　
i
」
（
『
語
文
』
第
十
九
輯
、
昭
和
三
九
年
一
〇
月
）

。
松
野
陽
一
氏
「
続
詞
花
集
雑
考
」
「
『
平
安
文
学
研
究
』
三
十
六
輯
、
昭
和
四
一
年

　
六
月
）

。
遠
田
晒
良
案
「
『
続
詞
花
集
』
の
特
質
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
（
『
苫
小
牧
工
業
高

　
等
専
門
学
校
紀
要
』
3
号
、
昭
和
四
三
年
三
月
）

。
関
根
敏
子
氏
「
和
歌
史
に
お
け
る
続
詞
花
集
の
意
義
」
（
『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀

　
要
』
8
、
昭
和
四
七
年
八
月
）

。
王
朝
文
学
研
究
会
編
「
後
葉
集
・
続
詞
花
集
・
雲
葉
集
一
作
者
索
引
－
」

　
　
　
『
続
詞
花
和
歌
集
」
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

2345

　
（
『
王
朝
文
学
』
1
9
、
昭
和
五
〇
年
一
二
月
）

。
阿
部
方
幽
門
「
続
詞
花
和
歌
集
恋
部
の
配
列
構
成
」
（
『
中
古
文
学
』
第
十
八
号
、

　
昭
和
五
一
年
九
月
）

。
河
合
一
也
氏
「
続
詞
花
集
の
撰
集
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
語
文
』
第
五
十
二
輯
、
昭

　
和
五
六
年
六
月
）

・
河
合
一
也
氏
「
続
詞
花
集
と
前
代
勅
撰
集
l
l
勅
撰
集
被
除
歌
入
集
の
問
題
を
中

　
心
と
し
て
一
」
（
『
語
文
』
第
五
十
九
輯
、
昭
和
五
九
年
五
月
）

拙
論
は
以
下
の
通
り
。

・
「
清
輔
と
能
因
法
師
」
（
『
ブ
デ
ィ
ス
ト
』
第
1
3
号
、
昭
和
五
七
年
七
月
）

。
「
『
続
詞
花
和
歌
集
』
の
一
考
察
－
赤
染
衛
門
と
和
泉
式
部
の
入
集
歌
を
め
ぐ

　
っ
て
一
」
（
『
相
愛
女
子
短
期
大
学
　
研
究
論
集
』
第
三
十
巻
、
昭
和
五
八
年
二

　
月
）

・
「
『
続
詞
花
和
歌
集
』
に
つ
い
て
の
試
論
」
（
『
国
文
学
論
叢
』
第
二
十
八
輯
、
昭

　
和
五
八
年
三
月
）

。
「
『
続
詞
花
和
歌
集
』
の
秋
月
歌
群
に
つ
い
て
」
（
『
平
安
文
学
研
究
』
七
十
二
輯
、

　
昭
和
五
九
年
一
二
月
）

松
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
和
歌
史
研
究
　
平
安
末
期
私
撰
歌
集
の
研
究
…
田
一
後
葉
・
今

撰
・
続
詞
花
・
月
詣
の
配
列
と
構
成
－
」
（
『
文
芸
論
叢
」
3
号
、
昭
和
四
二
年
二

月
）
、
「
同
②
」
（
『
同
」
4
号
、
昭
和
四
三
年
二
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
『
続
詞
花
集
』
の

春
、
夏
の
部
立
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
す
で
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
筆
者
な
り
の
整

理
を
試
み
、
注
1
掲
出
の
拙
論
を
補
う
も
の
と
す
る
。

谷
山
茂
先
生
「
詞
花
集
を
め
ぐ
る
対
立
」
（
著
作
集
三
『
千
載
和
歌
集
と
そ
の
周
辺
」

所
収
、
『
人
文
研
究
』
昭
和
三
七
年
六
月
初
出
）
は
、
こ
の
俊
頼
の
巻
頭
歌
が
「
詞

花
集
』
の
巻
頭
歌
に
相
似
た
対
象
を
よ
み
「
そ
の
詠
風
も
古
今
的
な
も
の
よ
り
は
、

や
は
り
詞
花
的
な
も
の
に
近
い
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
述
べ
て
い

る
。

俊
成
は
「
正
治
二
年
俊
成
卿
和
字
奏
状
』
に
お
い
て
『
続
詞
花
集
」
を
勅
撰
集
に
す

る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
た
清
輔
の
打
聞
（
私
撰
集
）
と
み
な
し
、
そ
の
内
容
を
も
強
く

非
難
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
俊
成
が
『
続
詞
花
集
』
を
撰
集
資
料
と
し
て
用
い
て

一
＝
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「
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

　
　
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
私
撰
集
と
し
て
あ
つ
か
う
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
言
い

　
　
換
え
れ
ば
、
こ
の
部
分
に
お
い
て
俊
成
は
「
続
詞
花
集
』
を
破
っ
て
い
る
と
み
る
こ

　
　
と
も
で
き
る
。

6
　
拙
稿
「
鴨
長
明
「
無
名
抄
』
「
俊
成
自
讃
歌
事
」
の
段
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
国
文
学
論

　
　
叢
』
第
三
十
輯
、
昭
和
六
〇
年
三
月
）
に
考
察
し
た
。

7
　
注
2
に
掲
出
の
拙
論
「
『
続
詞
花
和
歌
集
』
の
秋
月
歌
群
に
つ
い
て
」
参
照
。

8
掲
載
の
表
に
つ
い
て
、
『
後
拾
遺
集
』
は
『
後
拾
遺
和
歌
集
全
訳
注
』
（
藤
本
一
恵

　
　
著
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
底
本
は
陽
明
文
庫
蔵
乙
八
代
集
本
）
、
『
金
葉
集
』
は
新
編

　
　
国
歌
大
観
（
角
川
書
店
、
底
本
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属
図
書
館
蔵

　
　
本
）
、
『
詞
花
集
』
は
『
詞
花
集
の
研
究
』
（
松
田
武
夫
著
、
至
文
堂
、
底
本
は
岩
波

　
　
文
庫
本
）
、
ま
た
、
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
　
基
盤
と
構
成
』
（
有
吉
保
著
、
三
省

　
　
堂
）
所
収
の
「
八
代
集
四
季
歌
各
季
の
歌
題
排
列
一
覧
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
看
し
て

　
　
作
成
し
た
。
た
だ
し
、
比
較
検
討
の
便
宜
の
た
め
参
考
文
献
の
基
準
そ
の
ま
ま
の
主

　
　
題
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
注
3
に
掲
出
の
松
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
論
考
に
も

　
　
『
詞
花
集
』
、
『
後
葉
集
』
、
『
今
撰
集
』
、
『
月
詣
集
』
、
『
千
載
集
』
の
四
季
部
歌
材
一

　
　
覧
集
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
他
の
私
撰
集
を
含
め
た
詳
細
な
比
較
検
討
は
今
後
の
課

　
　
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
昭
和
五
十
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A
）
に
よ
る
研
究
の

一
部
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
の
校
正
中
に
河
合
一
也
氏
「
続
詞
花
和
歌
集
四
季
部
に
お
け
る
配
列
構
成

e
I
春
部
1
」
（
『
研
修
ノ
ー
ト
」
第
1
1
号
昭
和
五
九
年
十
一
月
）
が
発
表
さ
れ
た
。

二
二
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